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Ｖｏｌ．２， Ｎｏ．ｌ ＧＡＫＵＧ⑥１ Ａｕｇ．１９５０

ぬ点及その量感に於ける欠点は大いに反省を要すると思

　　

われるので、諸賢の御指導をお願いする次第である。

われる。 学校等に於ける教材としては、 手工業的な貼方

　　　　　　　　　　　

主

　

な

　

女

　

献

の技術を修練すると同時に・銘木についての知識を奥え、

　

〇有用木材の性質及用途

　　　

，

　　　　

田 中 豚

精密こして明朗な国民性を養ぅことが出来ると惑ぅ。

　　

Ｏ木材ニカヮ貼ソクィ貼実施法

　　　　

米 田 女Ｊ

　

この稿を書くに当り、適当なる参考書見当らず、貧賜

　

８蓬議
塗裟法

　　　　　

瀞 蕩

なる研究、 実験をも省みず発表することは汗顔の至りで

　　

○木材の加工及仕上

　　　　　　　　　　

木 槽 恕

あるが、 技術上其他に誤り訂正を要する個所が多いと恩

　　

ＯＰｏｐｕｌａｒＳｃｉｅｎｃｅ

　　　　

工作瀞

　　　　　　　

１９

学萎第一巻第一号所載「古代地名

憶説の考察」 に対する補註

阿

　　

部 源

　　

，臓

釧路分校国語図女学研究室

Ｇｅｎｚｏ

　

Ａｂｅ；Ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ

　

Ｂｘｐｌａｎａｔｉｏｎ

　

ｔｏ“Ａ

　

Ｃｏｎｓｉｄｅｒａｔｉｏｎｏ１１ｔｌ１ｅ Ａｎｅｉｅｎｔ

　　

Ｔｒａｄｉｔｉｏｎｏｆ（Ｊｅｏｇｒａｐｌ・ｉｃａＩＮａｍｅｓ” ｉｎｔｈｅ

　

Ｇａｋｕｇｅｉ，Ｖｏｌ．１，Ｎｏ，１．

７， 一例をあげれば：

徳つめはつ らなるなり、 おほくつらなりとぶ鳥なり。 雁

もつらなりとべ●ども次第にさがる。 っるはす ぐにつ ら

なるなりＪ

　

云々 （日本釈名

　

中

　

盤軒全集 巻－ｐ，４８）

２． 一例をあげれば：

獣総

　

毛生ひて、四つの舷あれば毛駁物といふべきを

略せるか， （円球庵雑記

　

契沖全集

　

巻八

　

ｐ．１５０）

３， つｔ′・最近まで日本の図体を論ずるもの、 一度口を開

けば祭政の一致を説かざるはなかった。 しかし、 一

致 という概念は、本来相巽る二つ叉はそれ以上のも

のが、 たまたま同一の紙態にある場合をいうのであっ

て、 従って ミ祭政→致ミは祭記′と政治とを別固のもの

として概念し、 その前提に立っての肝語法であること

は明かである。 この二つのものの－致の上に生活の理

念を見出そうとするが如きは、 古代にあっては企て及

ぶべくもなかった。今日の政治学的常識をしらずしら

ずの間に、古代生活に移入しての常識的解釈と言わざ

るを得ない。 同様に整備・宗教・歴史等々も、 今日高

度の分化主義が常議となっている我々と しては、 や１

もすると先入観にみちびかれて、古代人の間にも、 こ

うした観念が存在したかに考え易ｖ・のであるが、 科学

女化の上に立ってｖ・る現代生活と、 呪的世界観に支配

されていた古代生活とを峻別することなしには、古代

生活の実態にふれることはむつかしいであろう。

４． 本女の番号は言異入につき削除，

５， 恋愛の椿は未開人の間には知られていな かっ た断

で、彼等は女明と附加的洗練との結果なる、その感情

よりも以下にあった。 一般ギリシャ人はその結婚習俗

が示している様に、 固より多くの例タトがあったには逆

ひなｖ、が、 未だこの恋、愛を知るに至 らなかった。 ギリ

　

シャ人の老へでは、 女性の能力で最もすぐれてゐるも

のはゞその肉体上の償値にすぎなかった，それ故結婚

は感情にもとづかないで、 必要と義務とにもとづいて

ゐた） （リュヰス・モルガン著

　

荒畑寒村訳

　

古代滴：

会

　

下

　

ｐ．２９９）

６， 倉野憲司

　

日本文学史

　

第三 第一章節七節参照

７， 風土記の古徳の大多数は、書紀叉は昔からあった旧

辞から発展したものであり、 然らざるものも多くは机

上の製作であって、地方の博説ではない。 （津田左右

古：古事記及び日本書紀の新研究１）．２６６）

８， 宇野円空：上代人の民族信仰 （岩波講座

　

日本文学）

９， かれこ Ｍ′こ天照らす大御示－－－見畏にみて、 天 の石 屋戸

　　

　

　

を閉てて刺し際りましき。．すなばち高天の原皆暗く、

葦簾の中っ図悉に聞かりき。 これに因りて、質す夜住

　　　　　　　　　　　　　　　

おとなし・

　

く。 こふに万の荊－の 声 は、狭蝿なす満ち、万の妖悉

に発りき。 （古事記上）

１０， 風土記に於ける ミ荒ぶる示ｑ１

　

の記事：

播磨記÷「ー賀古郡＝潟波の里、稗前郡はに岡の里、肥前

記一一基癖 （き〕 郡姫徹の郷、 圏埼郡、佐嘉郡。

伊勢記 Ｇ亀女） －－阿佐賀の荒ぶる副－

筑後記 （逸女） －－筑紫の図の閏号

　

駿河記 （逸女） －‐こぬみの洪

　

てこの呼坂

　

その他

ｉｌ， 折ロ信夫：古代研究 〔民俗学篇 ｐ．９９０ 石の成長す

　

る信仰、 石の移動する信仰等参照）

１２， 日本書紀巻三

　

市！－武天皇即位の儀に、 天皇の功業を

称えて、 始駅天下之天皇とある のを波津久美 （爾）

田 中 豚 吉著▲

米田女治者
満 水 正雄≧者

岡 山 秀 吉著

木槽恕ー著
１９４９４Ｆ

５８



第 ２ 巻，第１号 学 璽

志呂志女須須倍良美己止（私記） と訓じ、 同じく巻五

に禁制－天皇の善治を称して、詔御筆園天皇

　

とあるの

　

を

　

御筆園波津久爾之良須 （私記） と訓じてｖ・る。 叉

古事記の同じゑ於下に於て－－かれ天の下平ぎ人民富み

栄えきｏ

　

こふに初めて男の弓端の調

　

女の手末の調を

貢らしめたまひき。 かれ其の御世を称へて初園知らし

　

し御員木の天皇とまをす（調所知初園之御員木天皇也）

　

と叙している。これらの記事にょっても、 古代思想に

於け，る

　

知るミ と ミ治るミ との間の消息をぅかゞうこ

　

とが出来、よう。

１３， 本女の番号譲入につき削除Ｊ

１４， 簡もょ

　

み龍もち

　

堀串もょ

　

みＪ届き＝もち

　

この岳

　

に

　

菜摘ます兄

　

家聞かな

　

名舎らさね

　

そらみ、つ

　

やまとの図は

　

おしなべて

　

否こそ居れ

　

敷きなべて

害こそ坐せ

　

我こそは昔らじ

　

家をも名をも （万葉集

巻一１）

１６， 首長の地位にある者が、 我が名を敵に知られるとい

　

うことは′、 和そる しｖ・ことであった。 この恐怖からの

　

がれるには、予め幾つかの名前を用意しておく必要が

　

あった。 その中の一つ位は知られても、 我が威力のす

　

べてを失うとｖ・ぅことは 無）・からである。 こ １ か ら

　

ミ大名特ミという思想が出て来る。
ミ大名ミは ミ多名ミ

　

であり、 この思想の部隊各化されたのが 大名特の疎いも

　

である。 園生み知らしたこの派ｑｌの所へ、吾が名を告ら

　

なｖ・者の近寄り来ることは許すべからざることであっ

　

た。 足は歩かねども天の下の事を悉く知っている譜の

　

許，まで出かけて行って、伺いを立てなければならなか

　

った所「以である。
・（古事．記・上） －－中略－－かくて

　

人の本名を軽々しく口にすることは、その人に重大な

脅威を興えることになり、 甚だしく札を失することに

　

なる。 こ・から所謂ミいみなミの習俗が芽生える。 こ

　

れに儒教的倫理観が導入されると、相手の名前を開く

　

前に、先ず自分の名からさきに告げる

　

名 のりミ の習

　

俗が生れ、 武家時代を通じて盛に行われた。降って、

　

一宿一飯の恩義に生きる人々の間にあっては、 初対而

　

に際，して、自らの姓名と共に彼の来、歴をも併せ表明す

　

ることが

　

仁義 とされてｖ・た。 即ち自分の生命を丸

　

裸にして、相手の手中に委ねるのである。 男一匹、 共

　

の心意気に感じ得ない程の者は、棟領として一門一家

　　　　　

＜」

　

を締め元る資格がないとされてｖ・たのである。 （拙縞

　

国語学と民俗学との交渉ミ中の一節より）

１６， 風土記の中から此の習俗の反映を想わしめるものを

拾うと；

　

豊後記－－海部郡

　

頚の峰、常陸記 Ｇ亀女） －－伊禰

　　　　　　　　　　　　　　　

昭和２５年８月

部の岳等

１７， 津田左右吉：古事記及び日本書紀の新研究

　

ｐ．２９０

　

一３０６

１８，
． 「わが園におｖ・て語源解釈に関するものの、もっと

　

もはやく見えて居るのは日本紀の識蓬からであろう。」

　

（保科孝一；新体図語学史

　

ｐ．１５４）

　　

「吾人のこの目的よりして最初に注意せらるべきも

　

のは所・調宣命書にあらは才したる図譜意識なりと巻へら

　

る。」（山田孝雄：圏語学史

　

１）．３４）

　　

「抑々園語研究は、タト園女字言語の輸入に刺戟せら

　

れ、記載女学の出現に曙光を
・発し、日本書紀の講説あ

　

りて愈々形態を具へ、次いで我が国特有の和歌連歌の

作法上に成長し、漢籍並に悉曇の研究蛤って著しき進

　

展をなした。」（小島好治：園語学史

　

１）．１７）

　　　　　　　　

．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　

共の他の園語学史も多くは、 図譜意識の萌芽を女学

　

の輸入、或はこれによる園語の表記に求めようとして

　

ｖ・．る。

１９， 未開人は、 一般に言葉と事物とを区別しません。 も

　

の・名称と、ものそれ自体との関係は、 毛髪や爪の類

　

と身体そのものとの関係と同じです０

　

実際未開人は、

　

名を自分自身の大切な一部分と看倣して、 その取扱ひ

　

に細心の注意を勘ふのです。 （永橋卓介；未開人の話

　

１）．１２３）

　　

希Ｌ記

　

昏儀四十四に、六札の一として

　

雫劃名ミ の一

　

項をあげているのも、 この間の事情を推せしめるに足

　

Ｚｏｏ

２０， 薦河

　

ｆ山河

　

珠流河

　

駿河

　

尖熊 以上その図号を

異にするも同じ。

　

薦河は、 共の河の流れ薦々として淀潔むことを知ら

　

ざるによりてなり。 所謂志通波他河、 不二河、大堰河

　

なり。

　　

脅１ー河

　

（略）

　　　　　　　　　　　　

潜

　

み

　

はや

　　

か）の溶がれ

　　

珠流河は、急・波奔祷き 流 派、 園のうちに多し。 共

　　　　　　

おどるな匁

　

の河の百隊波、 風に磨して恰も珠玉の如しＪ

　

故、 終に

　

図の号とす。

　　

駿河は、 三の大きなる河ありて、 その溝の勢ひ、 駿

　

馬の千里に駈するが如し。 故、 図の号とす。

　

失職は、 園のめぐり、 信甲相豆道参紀勢のもろもろ

　

の峰粒々として、 険しき山 、々地の勢ひ、 嫌々たり。

　

故、 此の号あり。 （日本惣圏風土記

　

第五十三，
一一原

　

文漢女、局＝方は筆者の試みに付したもの。 四つの園号

　

の由来を説くこと１何れも字而のブ解釈に汲汲として居

　

り、 女字の素養ある者の机上の創作たること、推知す

　

るに難くな）・であろう。）

５９


